
○稲田議長 森田議員。

〔森田議員質問席へ〕

○森 田議 員 森 田悟 史 でござ いま す。 本定例 会最 後の質 問者 とい

うこ とで 、皆様 もう 大 変お疲 れか と思 います けれ ども、 お付 き合

いいただきたいなというふうに思います。

子 育て 世代の 皆様 か ら日々 いろ いろ と御意 見を 伺って いく 中で

幾つ か気 になっ たと こ ろがあ った ので 、ピッ クア ップし て今 回の

質問を準備させていただきました。

１ 点目 は、産 後ケ ア につい てで す。 ２点目 は医 療的ケ ア児 につ

いて 。当 局の皆 様の 明 快で前 向き な御 答弁を よろ しくお 願い いた

します。

そ うい たしま すと 、 まず初 めに 産後 ケアに つい て伺っ てま いり

たいと思います。

国 の方 針もあ りま し て、米 子市 に限 らず近 隣の 市町村 にお いて

も、 産後 ケアと いう の は大分 進め られ ている よう な印象 を持 って

いる とこ ろでご ざい ま す。本 市に おい ても、 来年 度予算 で今 年度

の３ 倍程 度の予 算を つ けてい ただ いて いると いう ような こと もご

ざい ます し、産 後ケ ア が必要 であ ると いう前 提の 上で、 そう いっ

た重 要だ という とこ ろ でその よう な対 応をし てい ただい てる のだ

とい うふ うに思 って い るとこ ろで はあ るので すが 、こち らで 改め

て産 後ケ ア事業 を行 う 目的で あっ たり 意義に つい て、本 市の 見解

を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア 事業 を推進 する 目的と 意義 につ

いて でご ざいま すが 、 産後ケ ア事 業は 、出産 後１ 年以内 の母 子に



対し まし て、母 親の 身 体的回 復と 心理 的な安 定を 促進す ると とも

に、 母親 自身が セル フ ケア能 力を 育み 、母子 の愛 着形成 を促 し、

母子 との その家 庭が 健 やかな 育児 がで きるよ う支 援する こと を目

的と いた しまし て、 母 子の健 康の 保持 及び増 進を 図るた めの 重要

なケアであると考えております。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 非常に 同感 であり まし て、

産後 鬱の ための 対策 で あった りと いう 側面も あっ たり、 あと は子

育て 環境 の整備 の一 環 である とい うよ うな側 面も あるの かな とい

うふうに認識をしております。

近 いと ころに なか な か頼れ る人 がい ない場 合で すとか 、あ とは

晩婚 化に よって 御両 親 も高齢 化し てい るとい うこ ともあ って 、な

かな か精 神的に 頼り に くいと いう よう な環境 に置 かれて いる 方も

おら れる という ふう に 私のと ころ には 届いて おり ますの で、 こう

いっ たサ ービス があ る のはそ うい う方 にとっ て非 常によ いこ とで

あると、そのように思っております。

利 用者 という のも 今 後ます ます 増加 してい くの ではな いか なと

いう ふう に思っ てお り ますが 、産 後ケ ア事業 の利 用実績 とそ の分

析についても、改めてお伺いしたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア 事業 の利用 実績 とその 分析 につ

いて でご ざいま すが 、 利用実 績に つき まして は、 令和３ 年度 は利

用者 の実 数は４ １組 、 利用延 べ日 数は デイケ アが ３３日 、シ ョー

トス テイ が１３ ９日 、 令和４ 年度 は利 用者の 実数 は４７ 組で 、利

用延 べ日 数はデ イケ ア ６４日 、シ ョー トステ イが ９３日 で、 令和



５年 度は 令和６ 年２ 月 末現在 で利 用者 の実数 は２ １６組 で、 利用

延べ 日数 はデイ ケア で ５２８ 日、 ショ ートス テイ で２３ ０日 でご

ざいます。

分 析に つきま して は 、利用 者は 年々 増加傾 向に ござい まし て、

その 要因 といた しま し ては、 令和 ４年 度から 利用 条件を 生後 ３か

月以 内か ら１歳 未満 ま でに拡 大し たこ とや、 令和 ５年２ 月か ら利

用し やす い条件 に緩 和 をした こと など が利用 実績 の増加 につ なが

った と考 えられ ます 。 また、 令和 ５年 ６月か ら新 たに委 託実 施施

設が１か所増えたことも大きな要因と考えております。

今 後も 利用者 は増 加 するこ とが 想定 されま すの で、産 後ケ ア支

援を適切に利用できるよう努めてまいります。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 今年度 に結 構かな り多 くな

った なと いうよ うな 印 象を持 って おり まして 、予 約が取 りに くい

よう な施 設さん も出 て きてお られ るよ うです ので 、そう いっ た支

援を 適切 に利用 でき る よう努 めて いく と御答 弁を いただ きま した

ので、そこは引き続きお願いしたいと思います。

あ と、 現状に つい て もう少 し深 掘り をさせ てい ただき たい と思

うん です けれど も、 先 日、奥 岩議 員が 質問さ れて いたの で、 重複

する よう な部分 もあ る かもし れま せん けれど も、 こちら も改 めて

お伺いさせていただきたいと思います。

産 後ケ ア事業 に関 し ては、 米子 市が 民間の 事業 者さん に委 託を

して 行っ ている もの だ と思う んで すが 、その 中で 米子市 の費 用負

担割 合と 委託料 の現 状 につい て、 こち らも改 めて お伺い をし てお

きたいと思います。



○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア 事業 の市の 費用 負担割 合と 委託

料の 現状 につい てで ご ざいま すが 、費 用負担 割合 は国が ５分 の２、

県が ５分 の１、 本市 が ５分の ２を 負担 してお りま す。委 託料 につ

きま して は、１ 件当 た り、生 後３ か月 以内の デイ ケアが １万 2,２

０ ０ 円 、 生 後 ４ か 月 以 降 １ 歳 未 満 のデ イケア が１ 万 6,３ ０ ０ 円 、

宿 泊 型 の シ ョ ー ト ス テ イ が１ 泊２ 日で ３万 6,６ ０ ０ 円 で ご ざ い ま

す。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 今 お答 え いただ いた もの ですと 、生 後３か 月以 内の

デイ ケア が１万 2,２ ０ ０ 円 で １ 歳 未 満 が １ 万 6,３ ０ ０ 円 、 シ ョ ー

ト ス テ イ だ っ た ら ３ 万 6,６ ０ ０ 円 で 、 県 が ５ 分 の １ で 市 と 国 が ５

分の ２ず つ出し てい る という よう なと ころだ った のです が、 御答

弁い ただ いた内 容に は 多胎追 加分 の、 多胎、 双子 とか三 つ子 とか

多胎 追加 の部分 に関 し ては触 れて いた だいて いな かった んで すが、

そこ を補 足させ てい た だきま すと 、デ イケア の場 合は 4,１ ０ ０ 円、

こ れ シ ョ ー ト ス テ イ の 場 合は 6,１ ０ ０ 円 の 追 加 と い う と こ ろ で 、

こ れ は今 多分委 託料 が 、例え ばデ イケ アであ った ら１万 6,３ ０ ０

円 に 双 子 の 場 合 4,１ ０ ０ 円 が 加 算 さ れ て ２ 万 ４ ０ ０ 円 ぐ らい にな

ると いう ような 状況 と いうふ うに 伺っ ており まし て、こ れ双 子で

あっ ても 一人一 人な わ けです よね 。な ので、 こん な何か 双子 だか

らち ょろ っと加 算し ま すみた いな 状態 でいい のか という とこ ろは、

これ は何 か現状 を伺 っ たとき にす ごく 疑問が 残っ た点で あり まし

て、 例え ば双子 だか ら 手間が ２人 分か からな いと かでは なく て、

２人 いる わけで すか ら １対１ でつ くん だった ら２ 人必要 です し、



スタ ッフ さんの 話で も 。そう いっ たこ とを考 える と、何 か双 子で

多胎 加算 してい ただ い てると いう よう なとこ ろだ と思う んで すが、

これ 一人 一人と いう カ ウント で実 際に してい ただ かない と、 多分

施設 さん として は結 構 大変な ので はな いかな とい うふう に思 いま

すの で、 この点 につ い ては指 摘を させ ていた だき たいと いう ふう

に思っております。

そ の上 で、こ の委 託 単価と いう とこ ろに関 して も、要 望が あっ

たり です とか、 あと は 鳥取県 のほ うか らも標 準単 価の設 定案 が提

示さ れた という ふう に 伺った とこ ろで ありま すが 、その 具体 的な

内容 まで は把握 して い ないと ころ では あるん です が、そ うい った

設定 案が 提示さ れた こ とを受 けて 、現 在どの よう に検討 を行 って

いる のか 、また 本市 に おける 対応 方針 につい て伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 委託 料に 関し まして 、本 市の検 討状 況と

対応 方針 につい てで ご ざいま すが 、本 市とい たし まして は、 令和

４年 度に 委託料 の一 部 を改定 して おり 、市独 自で の委託 料の 引上

げは 現時 点では 予定 は してお りま せん が、現 在鳥 取県に おき まし

て、 委託 料の県 内統 一 単価設 定に 向け て各市 町村 の意見 を取 りま

とめ 、検 討中で ござ い ますか ら、 県の 動きを 注視 してい ると ころ

でございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 委 託料 改 定を行 って いた だいた とい うふう に伺 って

おり まし たし、 その 中 でも、 聞き 取り のとき にも お伝え させ てい

ただ いた んです けれ ど も、そ もそ もな ぜこの よう な数字 が出 てき



たの かと いうと ころ が なかな か伝 わっ てこな かっ たとい うと ころ

があ りま して、 何か き ちんと 積み 上げ られた 数字 なのか どう かと

いう とこ ろも少 し疑 問 に思う よう な、 コミュ ニケ ーショ ンを 当局

の職 員さ んと取 る中 で 思った とこ ろも ありま すし 、近年 、人 件費

も上 がっ てます 、物 価 も上が って ます 。消耗 品と かの費 用と か、

そう いっ た支出 とい う ところ はど んど ん増え てい ってい ると 思い

ます ので 、そう いっ た 現場の 負担 感と か、そ うい ったと ころ もし

っか りと コミュ ニケ ー ション を取 って いただ きな がら進 めて いた

だか ない と、な かな か 、いい 事業 だと は思う んで すけれ ども 、現

場に すご く負担 がか か ってし まう よう な状態 では よくな いな と思

いま すの で、こ れは 適 切に現 場と のコ ミュニ ケー ション を取 って

いただきますように要望をしたいと思います。

そ うい たしま すと 、 続いて 産後 ケア のキャ ンセ ルにつ いて 伺い

たい んで すが、 これ 体 調不良 等で 急遽 キャン セル が発生 して しま

う、 これ 致し方 ない と ころが ある とは 思って おり ます。 そう いっ

た中 で、 現在の キャ ン セル料 があ るの かどう かと いうと ころ と、

実際 にキ ャンセ ルが 発 生した 場合 にど のよう な対 応を行 って おら

れるのかというところに関してお伺いをしたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 キャ ンセ ル料 の有無 とそ の対応 につ いて

でご ざい ますが 、現 在 、委託 実施 施設 におき まし ては、 キャ ンセ

ル料 は取 ってお りま せ ん。そ れと 、キ ャンセ ルが 発生し た場 合に

おき まし ては、 施設 へ 速やか に連 絡い たしま して 、改め て希 望日

の日程調整を行っているところでございます。

○稲田議長 森田議員。



○森 田議 員 キ ャン セ ル料が ない との ことで した が、事 業者 さん

の目 線に 立って みま す と、こ れは 多分 直前の キャ ンセル とか が多

いと 思い ますの で、 人 員等は 既に 配置 されて いる ものだ と思 いま

すし 、そ の一方 、確 か におっ しゃ るよ うにキ ャン セル料 を誰 から

頂く のか という とこ ろ も確か に難 しい 問題で はあ ると思 いま すの

で、 キャ ンセル 後の 対 応で迅 速に 予約 が取れ るよ うにと か、 そう

いっ たこ とも可 能か な という ふう には 体制整 備次 第では 思い ます

ので 、そ の辺り も検 討 してい ただ きた いなと いう ふうに は思 って

おります。

あ とは 、これ 今現 在 利用者 負担 がゼ ロで行 って いただ いて ると

思う んで すけれ ども 、 個人的 には 、こ れだけ いい サービ スで 、御

飯が つい ていた りと か という こと もあ ります し、 食事代 だけ でも

頂く とか 、何か 利用 者 さんの 負担 を少 しでも いた だきな がら 、何

かそ れで より多 くの 方 に届く ので あれ ば、そ の方 向性も 一つ かな

とい うふ うには 思っ て おりま して 、サ ービス がい いので 多少 の自

己負 担が あって も御 理 解いた だけ ると は思う んで すが、 そう いっ

たところの検討状況についてはいかがでしょうか。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 者負 担の 導入の 可能 性と検 討状 況に

つい てで ござい ます が 、利用 者負 担に つきま して は、令 和２ 年度

から 県の 産後ケ ア無 償 化事業 を活 用し ており まし て、利 用者 負担

を無 料と してお り、 利 用しや すい 環境 を整え てき ました こと から、

現時点では考えてはおりません。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 現 時点 で 考えて ない とい うこと だっ たので 、そ れは



それ とし ておい て、 事 業者さ んの 声と かお話 伺う 中で、 結構 無理

して いた だいて るの か なとい うよ うな 印象を 私は 受けた ので 、そ

うい った 現場の 負担 感 とかと いう とこ ろは総 合的 に見て しっ かり

と判 断し て適切 に対 処 してい ただ きま すよう 、こ ちらは お願 いを

しておきたいというふうに思います。

続 きま して、 産後 ケ アの利 便性 の向 上のと ころ に関し ても 伺っ

てい きた いと思 いま す が、現 在、 産後 ケアサ ービ スを利 用し よう

と思 った 際にど のよ う な手続 が必 要な のか、 産後 ケア利 用時 の申

請か ら利 用開始 まで の プロセ スに つい て、こ ちら 伺って おき たい

と思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア 事業 の具体 的な プロセ スに つい

てで ござ います が、 初 めて利 用す る際 につき まし ては、 地区 担当

保健 師が 居宅を 訪問 ま たは面 談の 上、 母子の 健康 状態、 支援 者の

有無 や育 児につ いて の 困り事 など を状 況確認 を行 いまし て申 請を

受理 し、 利用希 望日 等 を市が 委託 実施 施設と 調整 した上 で利 用開

始と なり ます。 また 、 ２回目 以降 の利 用につ きま しては 、訪 問に

よる 面談 ではな く、 電 話等に よる 状況 確認を 行い 、手続 を簡 素化

しているところでございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 な ぜこ の ような 質問 をし たかと いい ますと 、利 用ま

での 手続 であっ たり と か面談 で自 宅に 来られ ると か、そ うい った

こと が結 構負担 と感 じ られる 方も いら っしゃ るよ うでし て、 それ

で産 後ケ アの利 用し た いけれ ども 諦め てしま って いると いう よう

な状 況も あると いう ふ うに伺 って おり ますの で、 どうに か簡 素化



した プロ セスで 申請 が できな いか なと いうふ うに 思って 、今 回の

質問お聞きしたところでした。

お っし ゃいま すよ う に、当 初は 多分 もっと 利用 条件に 制約 があ

った 中だ ったの で面 談 が必要 なケ ース とかも ほと んどだ った と思

うん です が、今 割と 緩 和され てい ます ので、 もう 少し簡 素化 して

利用 しや すいよ うに で きるの では ない かなと いう ふうに 思っ てお

ります。

あ と加 えて、 紙で 申 請を出 され てる という よう な話を お聞 きし

まし て、 それも また な かなか なこ とだ なとい うふ うな印 象を 受け

たの で、 産後ケ アの 利 用申請 につ いて 、オン ライ ン化す べき だと

いう ふう に思い ます け れども 、検 討状 況につ いて 伺いた いと 思い

ます。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 オン ライ ン申 請の検 討状 況につ いて でご

ざい ます が、令 和６ 年 度実施 に向 けて 今のと ころ 調整し てい ると

ころでございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 令和６ 年度 に、次 年度 に向

けて 調整 してい ただ い ている との こと で、安 心い たしま した 。イ

ンタ ーネ ットで 調べ て 、その まま 予約 したり とか 申請が でき ると

いう よう なこと にな る と、や はり 利便 性の観 点で いいま すと 非常

に便 利だ と思い ます の で、そ のま ま進 めてい ただ きたい なと いう

ふうに思います。

あ とも う１点 、申 請 から利 用ま でに ３日ほ ど要 するよ うな 状態

だと いう ふうに 今は 思 うんで すけ れど も、こ れは 利用者 さん 目線



でい うと 、今使 いた い とか明 日使 いた いとか 、結 構近々 で使 いた

いと いう ような 場合 が 多いよ うで して 、こち ら今 、市が 間に 入っ

て利 用日 程の調 整を さ れてい ると いう ような 状態 だと思 うん です

けれ ども 、利用 者さ ん と施設 さん の間 で直接 調整 ができ るよ うし

てはいかがかなというふうに思うんですが、見解を伺います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 者と 施設 間の直 接的 な調整 の検 討状

況に つい てでご ざい ま すが、 これ も令 和６年 度実 施に向 けて 、委

託実施施設と現在協議中でございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 ぜひし っか りと進 めて いた

だき たい と思い ます 。 もしキ ャン セル があっ た場 合にも 、利 用者

さん と直 接コン タク ト が取れ ます と、 今日使 えま すよで あっ たり

とか 明日 使えま すよ と いう臨 機応 変に 対応が でき ると思 いま すの

で、 そう いった とこ ろ はいい こと だな という ふう に思い ます 。あ

とは 、市 の担当 者さ ん にとっ ても 事務 負担が 軽減 される のじ ゃな

いか とい うとこ ろも あ るので 、進 めて いただ きた いなと いう ふう

に思います。

続 きま して、 こち ら 先日の 奥岩 議員 の質問 にも あった かと 思う

ので すが 、産後 ケア の アウト リー チ型 につい て、 もう少 し触 れさ

せていただきます。

ア ウト リーチ 型に つ いては 、類 似サ ービス の養 育支援 訪問 事業

や産 後ヘ ルプサ ービ ス がある とい うよ うなこ とは 存じ上 げて おり

ます けれ ども、 必要 に 応じて 改善 して いかれ ると のこと だっ たか

と思います。



こ のア ウトリ ーチ 型 の産後 ケア の導 入に向 けた ニーズ の把 握と

検討状況について、改めてお伺いしたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 アウ トリ ーチ 型産後 ケア の導入 に向 けた

ニー ズの 把握と 検討 状 況につ いて でご ざいま すが 、先日 奥岩 議員

の質 問の 答弁と 同様 に なりま すが 、現 在の利 用者 は、施 設内 で子

ども を一 時的に 預け 、 産後の 休養 とリ フレッ シュ を目的 とす る方

が多 いの が現状 でご ざ います 。現 在ア ウトリ ーチ 型産後 ケア 事業

に特 化し たニー ズ調 査 は行っ てお りま せんが 、今 後ニー ズの 把握

を行 う中 で、ア ウト リ ーチ型 の産 後ケ ア事業 の導 入も含 め、 必要

に応じまして事業の見直しを行っていきたいと考えております。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 類似サ ービ スとは 利用 条件

とか も若 干異な ると 思 います ので 、そ ういっ たと ころも 鑑み なが

ら、ニーズの把握にも努めていただきたいと思います。

そ れで は、こ の項 の 最後に 、産 後ケ ア事業 、こ れまだ まだ 認知

され てい ないと いう よ うな側 面も ある と思い ます けれど も、 周知

方法についても伺っておきたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア サー ビスな どの 周知方 法に つい

てで ござ います が、 ホ ームペ ージ によ る周知 のほ か、母 子健 康手

帳交 付の 面談時 に全 て の妊婦 に対 しま して案 内チ ラシに よる 産後

ケア 事業 の説明 をし て おり、 また 出産 後には 医療 機関や 赤ち ゃん

訪問 、乳 幼児健 診な ど の機会 を通 じま して御 案内 をして おる とこ

ろでございます。



○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 引き続 きよ ろしく お願 いし

たい と思 います 。利 用 者さん にと って いいサ ービ スであ ると いう

のは もち ろんで すけ れ ども、 事業 者さ んにも 負担 が偏り 過ぎ ない

ようにお願いを申し上げて、次の質問に移りたいと思います。

そ うい たしま すと 、 大要の ２点 目、 医療的 ケア 児につ いて お伺

いし たい と思う んで す が、近 年、 医療 的ケア 児は 増加傾 向に あり

まして、各自治体でも取組をされていると思います。

ま ず、 医療的 ケア 児 につい ては 議場 でもい ろい ろと皆 さん が質

問し てい ただい てる と 思うん です が、 一応お さら いをし てお きま

すと 、医 学の進 歩を 背 景とい たし まし て、Ｎ ＩＣ Ｕ、新 生児 特定

集中 治療 室等に 長期 入 院した 後、 引き 続き人 工呼 吸器や 胃瘻 等を

使用 し、 たんの 吸引 や 経管栄 養な どの 医療的 ケア が日常 的に 必要

な児 童の ことで す。 ２ ４時間 付き っき りでの 介助 が必要 な場 合も

ありまして、御家族の御負担は計り知れないところであります。

先 天性 のイメ ージ が 強いか なと いう ふうに 個人 的には 思っ てい

たん です が、イ ンタ ー ネット で調 べて みます と、 事故で あっ たり

とか 後天 性の病 気に よ るもの が原 因と なる場 合も あるよ うで して、

その 割合 は２５ ％ほ ど なので 、４ 人に １人く らい は事故 であ った

り後 天性 の病気 でそ う いった 状況 にな ってお られ るとい うよ うな

こと だっ たので 、誰 で もそう なり 得る 可能性 があ るとい うこ とを

まずはお伝えをしておきたいなというふうに思います。

そ れで は、質 問に 移 りたい と思 いま す。ま ず初 めに、 医療 的ケ

ア児 の現 状につ いて 伺 いたい と思 いま す。本 市に おける 医療 的ケ

ア児の人数はどの程度いらっしゃるのかお伺いいたします。



○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 にお ける 医療的 ケア 児の人 数に つい

てで ござ います が、 本 市の医 療的 ケア 児の人 数に つきま して は正

確に は把 握でき てお り ません が、 県が 公表し てお ります デー タに

より ます と、鳥 取県 西 部地区 の医 療的 ケア児 の人 数は、 令和 ５年

５月 １日 時点で 就学 児 が２８ 名、 未就 学児が ３８ 名の合 計６ ６名

でございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 正確に 把握 できて いな いと

ころ でと いうと ころ で 、もち ろん 全数 把握す るの が難し いと いう

よう な話 はお聞 きし て おりま すけ れど も、こ ちら も病院 と緊 密に

連携 を取 ってい ただ く ですと か、 可能 な限り やは り把握 には 努め

ていただきたいというふうに思います。

で すの で、実 態の 把 握頑張 って いた だけれ ばな と思う んで すが、

まず そう いった 中で 医 療的ケ ア児 を支 援する 体制 につい てで すけ

れど も、 米子市 内に お いて医 療的 ケア 児を受 け入 れるこ とが 可能

な施 設の 数、そ して 受 入れ状 況が どの ように なっ ている のか お伺

いいたします。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 受入 れ可 能な 施設と 受入 れ状況 につ いて

でご ざい ますが 、本 市 の医療 的ケ ア児 の受入 れ可 能施設 や事 業者

数に つき まして は、 保 育施設 が２ か所 、各公 立学 校があ りま して、

あと 、ま た福祉 サー ビ ス事業 所に つき まして は児 童発達 支援 が２

か所 、放 課後等 デイ サ ービス が４ か所 、短期 入所 が３か 所と なっ

ております。



受 入れ 状況に つき ま しては 、保 育施 設及び 公立 学校に おき まし

ては 、個 々の状 況を 確 認し、 適切 に受 入れを して いると ころ でご

ざい ます 。また 、福 祉 サービ スの 利用 状況に つき まして は、 各事

業所 を利 用する 医療 的 ケアが 必要 な児 童の延 べ利 用人数 とい たし

まし て、 児童発 達支 援 が３人 、放 課後 等デイ サー ビスが １０ 人、

短期入所が２４人となっておるところが現状でございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 預 け先 が なかな か確 保で きない とい うよう な声 をい

ただ いた りして いる と ころで して 、実 際に聞 き取 りの中 でも 保育

施設 の受 入れ状 況の 話 とかも 伺っ たの ですが 、や はり少 ない 印象

を持 って おりま して 、 福祉サ ービ スの 利用も 、延 べ人数 で見 ます

と結 構少 ないよ うな 印 象を率 直に 持っ たとこ ろで はあり ます 。こ

うい った 数字と か実 際 にお聞 きし ます と、や はり そうい う預 け先

が少 ない とおっ しゃ ら れる声 とい うの は実際 にそ うなん だな とい

うよ うな ところ を再 認 識させ てい ただ いたと ころ である んで すが、

一方 、や はり受 入れ に 関する ハー ドル という か、 そうい った とこ

ろは どう しても ある の だろう と、 一定 程度、 思う んです けれ ども、

そう いっ たとこ ろで 医 療的ケ ア児 を受 け入れ るこ とのハ ード ルに

関し てど ういっ たこ と が考え られ るの か、ま たそ の対応 につ いて

も伺います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 医療 的ケ ア児 の受入 れの ハード ルに 関す

るこ とと その対 応に つ いてで ござ いま すが、 まず 医療的 ケア 児の

受入 れの ハード ルに つ きまし ては 、保 育施設 、公 立学校 とも に医

療的 ケア 児の状 況に よ り個別 の判 断に なるた め、 要因と いた しま



して は各 児童に より 異 なるも のの 、看 護師の 配置 も課題 の一 つで

あると考えております。

次 に、 対応に つき ま してで ござ いま すが、 保育 施設で の受 入れ

につ きま しては 、主 治 医の意 見や 保護 者の意 向を 踏まえ なが ら、

園生 活で 想定さ れま す 医療的 ケア や集 団生活 での リスク など につ

きま して 専門家 に意 見 を求め 、集 団保 育の可 否を 判定し てい ると

ころでございます。

ま た、 医療的 ケア 児 が適切 な時 期に 入所し 、安 心・安 全に 集団

生活 が送 ること がで き ますよ う、 医療 的ケア の内 容や子 ども の状

態等を総合的に判断して対応しているところでございます。

引 き続 き、看 護師 配 置につ きま して は、医 療的 ケア児 が入 園・

入学の際に適切な人材確保ができますよう努めてまいります。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 お っし ゃ います よう に、 人材確 保の 点であ った りと

か、 集団 のとこ ろで い うと感 染リ スク の観点 から も、な かな かそ

うい った ところ で受 け 入れる こと が難 しいと いう ような 状況 であ

ると 。こ ういっ たこ と は全国 的に 見て も多分 同じ ような 状況 なの

では ない かと思 いま す が、そ の一 方で 、ほか の市 町の医 療的 ケア

児等 に関 する取 組を 拝 見させ てい ただ きます と、 居宅訪 問型 保育

を実 施さ れるこ とに よ りまし てそ うい った保 護者 とか御 家族 の負

担を 軽減 される とい う ような ケー スも あった りで すとか 、そ うい

った 既存 の制度 であ っ たりサ ービ スの 中だけ では なかな か支 援を

届け るこ とがで きな い 場合で あっ ても 、そう いっ たまた 新し いよ

うな 取組 を行う こと で 受皿を つく られ てるよ うな ところ もあ りま

すの で、 そうい った と ころは 調査 ・研 究して いた だきた いな とい



うふ うに 思いま すの で 、こち らは 要望 をして おき たいと 思い ます。

少 し話 は変わ りま し て、医 療的 ケア 児なの で児 童なん です けれ

ども 、こ ちら成 人し た 後にも やは り受 入先が ない とか受 ける こと

のできる支援が少ないというような声もいただいております。

そ うい った中 で、 例 えば就 労支 援の 施設に 入れ ないか とか 、そ

うい った 話もあ るん で すけれ ども 、ま ずは実 態と して医 療的 ケア

が必 要な 大人を 受入 れ 可能な 事業 所に ついて 、実 態をお 伺い した

いと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 医療的 ケア が必 要な大 人の 支援が 可能 な事

業所 の状 況につ いて で ござい ます 。本 市にあ りま す障が い福 祉サ

ービ スを 提供し てい る 事業所 の中 で、 看護師 等の 配置が あり 、医

療的 ケア が必要 な方 の 支援が 可能 な事 業所は 、生 活介護 が６ 事業

所、 短期 入所が ３事 業 所、グ ルー プホ ームが ２事 業所と なっ てお

ります。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 やはり 就労 支援の 事業 所さ

んは ない という よう な ところ で、 なか なか利 用の 希望に 合わ せた

サー ビス を提供 する と いうの は難 しい 部分な のか なとい うふ うに

思いました。

そ うい たしま すと 、 あとは 事業 所の 報酬体 系の 部分も 課題 の一

つで ある のでは ない か という よう な指 摘を、 鳥取 県のホ ーム ペー

ジか ら医 療的ケ アを 要 する障 がい 児者 支援部 会の 過去の 資料 等を

拝見 いた します とそ う いった よう なこ とがご ざい ました ので 、そ

こに つい てもお 聞き を してみ たい と思 うんで すけ れども 、医 療的



なケ アを 必要と する 方 を受け 入れ る事 業所の 報酬 体系に 関す る現

状の 課題 とそれ に対 す る市の 改善 方法 につい て、 お伺い をし てお

きたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 事業所 の報 酬に 係る現 状と 課題、 それ に対

する 市の 対応に つい て でござ いま す。 医療的 ケア が必要 な方 を受

け入 れる ため必 要な 看 護師の 配置 につ きまし て、 サービ スの 基本

報酬 への 加算と して 、 常勤看 護職 員等 配置加 算や 医療連 携体 制加

算を 受け ること がで き ますけ れど も、 十分で はな いとの 御意 見も

あるところでございます。

報 酬的 な課題 に対 し まして 、本 市で は鳥取 県と 共同で 要医 療障

がい 児者 受入事 業所 看 護師配 置等 助成 事業を 実施 してお りま して、

事業 所が 看護師 を配 置 したり 外部 から 看護師 の派 遣を受 ける 場合、

その 費用 の一部 を補 助 するこ とで 医療 的ケア が必 要な方 の受 入態

勢の充実を図っているところでございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 先ほど 御紹 介して いた だい

た助 成事 業は、 実は お 聞きし ます と就 労支援 の施 設さん でも 使え

ると いう ような 話が あ りまし たの で、 とはい え、 実際に 就労 支援

の事 業所 さんで 受入 先 がない とい うよ うな状 態で はある んで すけ

れど も、 また機 会が あ りまし たら そう いった 事業 所さん とも 意見

交換 をし ていた だき た いと思 いま すし 、私の ほう で何か 伺え た際

には 、ま た情報 を共 有 させて いた だけ たらな とい うふう に思 いま

す。

続 きま して、 項目 が 替わっ て、 次に 保護者 の方 へのサ ポー トと



いう とこ ろにつ いて も 少し触 れさ せて いただ きた いなと いう ふう

に思っております。

先 ほど 来申し 上げ て おりま すよ うに 、医療 的ケ アが必 要な 子を

持つ 御家 庭の親 御さ ん 、保護 者さ んと いうの は多 大なる 負担 を強

いら れて いると いう よ うな状 況が ある という のは 、もち ろん 御理

解い ただ いてる とこ ろ だとい うふ うに は思っ てお ります けれ ども、

問題 視さ れてい る点 の 一つに 孤立 とい うもの がご ざいま して 、こ

れま でも 議場で 孤立 に 関わる 質問 は行 われて きて いると ころ です

ので 重要 性につ いて は 言及い たし ませ んけれ ども 、この 医療 的ケ

アが 必要 なお子 さん が おられ る場 合に は、外 出も しにく くな った

りで すと か親子 で家 に 籠もっ てい ると いうよ うな 状況に なっ てし

まう 場合 が多い とい う ことを 伺っ てお りまし て、 孤立し やす い状

況に置かれているというようなことだそうです。

そ うい った課 題が あ る中で 、医 療的 ケア児 の保 護者さ んや 御家

族に 対し ての支 援と い うもの も非 常に 重要に なっ てくる とい うふ

うに 思っ ており ます 。 そこで 、医 療的 ケア児 の保 護者や 御家 族に

対しての支援体制であったり取組についてもお伺いいたします。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保護 者や 御家 族への 支援 体制や 取組 につ

いて でご ざいま すが 、 出生時 より 医療 的ケア が必 要とな った お子

さん につ きまし ては 、 医療機 関な どと 情報を 共有 し、入 院中 から

地区 担当 保健師 が保 護 者と面 談を いた しまし て、 支援を 開始 して

いるところでございます。

ま た、 就園・ 就学 の タイミ ング にお きまし ては 、保護 者の 希望

を聞 きな がら医 療機 関 や福祉 や教 育な ど様々 な機 関が連 携い たし



まして、医療的ケア児の支援を行っております。

保 育所 、学校 等に お きまし ては 、看 護師が 子ど もへの 医療 的ケ

アを いた しまし て、 支 援に加 わる こと で医療 的ケ ア児の 活動 の場

が広がる取組が行われているところでございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 保育所 等に 預ける こと がで

きて いる 状態な ら、 ま だ外出 でき たり とか人 とお 会いし てお 話が

でき ると いうよ うな こ ともあ ろう かと は思い ます けれど も、 なか

なか そこ も少数 だと は 思いま すし 、あ とは医 療的 ケアが 必要 なお

子さ んを 持つ方 がど こ に相談 して いい か分か らな いであ った りと

か金 銭的 な不安 も大 き いとい うよ うな 話も伺 って おりま して 、そ

うい った ことも あり ま すので 、や はり 御家族 が孤 立しな いよ うな

支援 体制 やサポ ート と いうも のも 非常 に重要 であ るとい うふ うに

考えますが、改めて見解を伺っておきたいと思います。

○稲田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保護 者や 御家 族が孤 立し ない支 援体 制や

サポ ート につい てで ご ざいま すが 、医 療的ケ ア児 の保護 者や 御家

族が 孤立 するこ とな く 地域の 中で 生き 生きと 生活 できる こと が重

要で ある という こと は 認識し てお りま す。御 家族 への支 援に つき

まし ては 、保護 者や 御 家族が 孤立 し、 子育て に疲 れてし まう こと

のな いよ う、レ スパ イ トを含 めま した ショー トス テイな どの 福祉

サー ビス の利用 につ い て必要 に応 じて 紹介す るな ど、相 談支 援専

門員 など の支援 者と 連 携いた しま して 、御家 族の 思いを 聞き 、寄

り添った支援を継続しているところでございます。

○稲田議長 森田議員。



○森 田議 員 今 回の 質 問をす るに 当た り、市 民の 方とか 当事 者の

親御 さん から、 ある い は医療 関係 者の 方から もお 話を伺 った り、

市役 所の 職員さ んと も お話を させ てい ただい たり と、い ろい ろと

話を 伺う 中で、 今の 体 制でで きる こと は精い っぱ いやっ てい ただ

いて ると いうよ うな ふ うに感 じる とこ ろでは ある 一方で 、そ れで

もな かな か支援 が届 き 切って いな いと いうよ うな 状況が ある とい

うこともまた事実なのかなというふうに感じております。

で すの で、そ うい っ た既存 の枠 組み の中だ けで はなく て新 しい

視点 を持 った上 で、 全 国各地 にも 様々 事例が ござ います ので 、そ

うい った ものを 参考 に しなが ら、 少し でも状 況が よくな るよ うに、

まず は実 態の把 握と そ こにあ る課 題に しっか りと アプロ ーチ して

いただきますように要望をしておきたいと思います。

項目が替わりまして、最後の項に移りたいと思います。

ま ず、 この質 問を す るに当 たり まし て、能 登半 島地震 にお いて

被害 を受 けられ た皆 様 には謹 んで お見 舞いを 申し 上げま すと とも

に、 被災 地域の 一日 も 早い復 旧を 心よ りお祈 り申 し上げ 、質 問に

移らせていただきたいと思います。

私 たち も常に 危機 感 を持ち 、で き得 る備え は最 大限し てお くべ

きと 思い まして 、こ の たびの 質問 に取 り上げ させ ていた だき まし

た。

医 療的 ケアが 必要 な 方にお きま して は、災 害時 の避難 とい うと

ころ も非 常に課 題と さ れてい ると ころ だと認 識を してお りま して、

お隣 の日 吉津村 さん に おかれ まし ては 令和４ 年度 に医療 的ケ ア児

等避 難訓 練を実 施し て おられ たよ うで して、 本市 におけ る対 応に

つい ても 気にな りま し たので 、質 問を させて いた だきた いと 思い



ます。

ま ず初 めに、 医療 的 ケアが 必要 な方 の災害 時の 個別対 応に つい

て、現在どのような体制が整っているのかお伺いいたします。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 医療的 ケア が必 要な方 の災 害対応 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、医 療的 ケア が必要 な方 につい ては 、そ

の多 くの 方が災 害時 の 避難行 動要 支援 者に該 当す ること から 、個

別避 難計 画の作 成を 通 じて災 害時 の対 策につ いて 個別に 対応 する

こととしております。

な お、 災害時 避難 行 動要支 援者 に該 当しな い場 合にお いて も、

本人 さん や御家 族の 御 希望が あれ ば個 別避難 計画 の作成 を行 う、

そう する ことに よっ て 対応を させ てい ただい てる という とこ ろで

ございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 災 害時 避 難行動 要支 援者 に該当 しな い場合 でも 希望

に応 じて 対応し てい た だいて いる との ことで 、あ りがと うご ざい

ます。

続 きま して、 令和 ４ 年に個 別支 援計 画の作 成を 進める とい うよ

うな こと を拝見 した の ですが 、そ ちら の進捗 状況 につい ても 、こ

ちら改めてお伺いさせていただきたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 個別避 難計 画の 進捗状 況に ついて のお 尋ね

です が、 個別避 難計 画 につき まし ては 、今年 度か ら本格 的な 作成

とい うの を始め てお り まして 、年 度ご とに作 成対 象地区 を決 め、

３年間かけて作成していく予定でございます。



今 年度 は、土 砂災 害 が懸念 され る１ １地区 を対 象に事 業を 実施

して おり まして 、作 成 対象者 数は １２ ３名で 、現 時点で の進 捗率

は７ ０％ を超え てお り まして 、年 度末 までに 作成 は全て 完成 する

見込みであります。

な お、 この土 砂災 害 警戒区 域内 に居 住して いる 方につ いて は、

これは全て作成が完了しているところでございます。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 着実に 進め ていた だい てる

とのことで、安心をいたしました。

そ の一 方で、 医療 的 ケアが 必要 な方 の避難 でど ういっ たこ とが

不安 材料 なのか とい い ますと 、例 えば 人工呼 吸器 が必要 な方 もい

らっ しゃ ると思 いま す し、そ もそ も集 団が集 まる 避難所 とい うと

ころ で受 け入れ るこ と がいい こと なの かとい うの と、可 能な のか

とい うこ ともあ ると い うふう に思 うと ころで はあ ります が、 そう

いっ たこ とも含 めま し て、医 療的 ケア が必要 な方 の災害 時対 応に

おけ る体 制整備 とい う ものを どの よう に進め てい く御予 定な のか

お伺いしたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 医療的 ケア が必 要な方 の体 制整備 につ いて

の御 質問 でござ いま す が、引 き続 き個 別避難 計画 の作成 を、 これ

は行 って いくわ けで す が、避 難行 動が 難しい 方と いうの がい らっ

しゃ いま すので 、そ う いう方 につ きま しては 福祉 事業者 との 協定、

それ を活 用いた しま し て、緊 急的 なシ ョート ステ イなど で対 応す

ることとしております。

ま た、 自助の 取組 も 非常に 重要 であ るとい うふ うに考 えて おり



まし て、 電子医 療機 器 の予備 バッ テリ ーの備 蓄を 啓発し てい くほ

か、 障が い者支 援課 で 行って おり ます 補助金 制度 の周知 、こ れを

行うこととしております。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 そうい たし ますと 、最 後の

質問 にな ります が、 そ れぞれ でや はり 状況が 違い ますの で、 避難

の仕 方と いうも のは 変 わって くる もの だとい うふ うに思 いま す。

です ので 、医療 的ケ ア が必要 な方 の災 害時対 応に つきま して は、

特に 丁寧 に周知 して い ただく こと が重 要では ない かとい うふ うに

考えるところであります。

そ うい った中 で、 現 在どの よう な周 知方法 を行 ってい るの か、

こちらもお伺いしておきたいと思います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 周知に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、災

害時 避難 行動要 支援 者 の方に つき まし ては、 制度 の案内 通知 です

とか 個別 避難計 画の 作 成につ いて 希望 調査を 個別 に行っ てい ると

ころ でご ざいま して 、 その他 の方 につ いては 相談 支援専 門員 です

とか ケア マネジ ャー な どから 事業 の周 知です とか 事業実 施時 にお

ける 地元 説明会 等を 通 じて周 知に 取り 組んで いる ところ でご ざい

ます が、 引き続 き丁 寧 な周知 とい うこ とに努 めて まいり たい とい

うふうに考えております。

○稲田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 通知を 出し たり希 望調 査を

個別 に行 ってい ただ い てると いう よう なこと だっ たかと 思い ます

ので、こちらに関しては引き続きよろしくお願いいたします。



必 要と されて いる 方 に適切 に支 援が 届くこ とを 切に願 いま して、

私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。


